
平成２３年６月１４日

霧島山（新燃岳）土砂災害対策現地連絡会（６月１４日）議事概要

霧島山(新燃岳)土砂災害対策現地連絡会を関係機関連携のもとに実施して

います。６月１４日の議事概要についてお知らせします。

問 い 合 わ せ 先

宮崎河川国道事務所 調査第一課長 植西

代表 ０９８５－２４－８２２１

県土整備部 砂防課 課長補佐 内川

代表 ０９８５－２６－７１８７

都城市 総務部 部長 池田

対策監 栄留

代表 ０９８６－２３－２１１１

高原町役場 総務課 課長 横山

代表 ０９８４－４２－２１１１

記 者 発 表 資 料



霧島山(新燃岳)土砂災害対策現地連絡会（６月１４日）

１．日 時：平成２３年６月１４日(火) ９時００分～９時１５分

２．場 所：国土交通省 宮崎河川国道事務所 ２Ｆ 防災室

３．参加者：宮崎地方気象台 ２人
宮崎県 県土整備部 １人
都城市 ２人 テレビ会議で参加
高原町 １人 テレビ会議で参加
国土交通省 宮崎河川国道事務所 所長他１０人

４．内 容

（１）昨日の土石流調査結果について
［国］
・６月１０日から１２日までの降雨は４００ を越えたところもあり１時間雨量がmm

２０ 以上であったため、６月１３日（月）に、１４渓流の定点において土石流mm
発生確認調査を行った。調査の結果、土石流の発生は認められなかった。

・併せて定点より上流部（荒襲谷・望原谷）の調査を行った。上流部には大きな地形
変化や土石流の発生は確認されなかった。

・山腹では小規模なガリー浸食が確認されたが、大きな変状はなかった。しかし今後
も土石流に対して注意は必要。

［県］
・県で調査している２１渓流では、今回時間２０ は越えていないが総雨量が多かmm

ったことから定点において土石流発生確認調査を行った。調査の結果、土石流の発
生は認められなかった。

（２）週間天気予報について
［気象台］
・梅雨前線の北上に伴い明日は昼過ぎから雨が強まり、時間１０ から２０ 程mm mm

度の見込み。
・１６日は前線上を低気圧が移動し、一部雨が強まる見込み。
・梅雨前線はその後も九州付近に停滞し、曇りや雨が続く見通し。
・今後発表する最新の情報を確認して下さい。

（３）その他
［都城市・高原町］
・今回の降雨によって低地部の沢や河川での土砂の堆積は確認されていない。
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